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序

龍
華
院
大
猷
院
霊
屋
は
三
間
四
方
、
方
形
造
向
拝
付
漆
塗
、
極
彩
色
が
施
さ
れ
た
小
規
模
で
は
あ
る
が
豪
華
絢
嫡
た

る
建
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
暦
二
年
北
条
出
羽
守
氏
家
が
三
代
将
軍
家
光
公
の
霊
廟
と
し
て
建
立
し
た
当
初
の
建
物
が
、

文
化
十
五
年
三
月
二
日
焼
失
し
文
政
五
年
再
建
に
な
っ
た
建
物
で
、
こ
の
建
物
の
優
れ
た
手
法
と
時
代
の
特
性
を
示
す

価
値
が
認
め
ら
れ
て
昭
和
二
十
九
年

一
月
静
岡
県
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
霊
屋
は
再
建
後
、
屋
根
改
変
、
葺
替
以
外
は
大
修
理
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
く
当
初
の
状
態
を
護
持
さ
れ
て

来
た
が
近
年
に
至
り
雨
漏
等
に
よ
る
腐
朽
、
漆
、
彩
色
の
剥
落
に
よ
っ
て
絵
様
が
消
滅
寸
前
の
状
態
に
あ
っ
た
の
で
こ

れ
が
保
存
修
理
を
計
り
、
静
岡
県
の
指
導
援
助
に
よ
り
今
回
修
理
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

修
理
事
業
は
総
経
費
四
千
八
百
万
円
、
県
か
ら
二
千
四
百
万
円
の
補
助
を
受
け
、
残
額
は
市
負
担
を
以
て
、
昭
和
五

十
四
年
十
月

一
日
よ
り
同
五
十
五
年
九
月
三
十
日
に
か
け
半
解
体
修
理
工
事
を
実
施
し
、
工
期
十
二
ヶ
月
を
以
て
滞
り

な
く
こ
こ
に
完
了
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
掛
川
に
h

叩
け
る
江
戸
時
代
の
美
し
い
文
化
遺
産
が
復
元
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
旧
掛
川
城
祉
一
帯
の
保
存

整
備
が
大
い
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
、
生
涯
学
習
運
動
の

一
成
果

一
教
材
と
し
て
、
末
永
く
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
祈

願
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
は
工
事
の
記
録
と
、
工
事
中
の
調
査
に
基
づ
く
各
種
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
こ
の
文
化
財
を
ひ
ろ

く
世
に
紹
介
す
る
と
共
に
後
世
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
各
界
に
利
す
る
こ
と
多
き
を
期
待
し
て
い
る
。

終
り
に
終
始
専
門
的
立
場
か
ら
指
導
を
賜
っ
た
静
岡
県
教
育
委
員
会
と
工
事
設
計
監
理
、
お
よ
び
こ
の
報
告
書
の
編
集

に
当
ら
れ
た
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
な
ら
び
に
龍
華
院
住
持
海
野
栄
久
氏
、
そ
の
他
関
係
各
位
に
対

し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
九
月

修
理
委
員
長
(
掛
川
市
長
)

榛

ホ?

純



イ列

一三一口

一
、
こ
の
報
告
書
は
、
将
軍
家
光
公
霊
牌
を
奉
る
霊
廟
建
築
と
し
て
建
立
さ
れ
た
龍
華
院
所

有
に
な
っ
て
い
る
霊
屋
建
築
の
修
理
に
関
す
る
補
助
事
業
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

一
一
、
編
集
に
当
っ
て
は
今
回
の
工
事
の
概
要
の
ほ
か
、

工
事
中
の
調
べ
に
よ
る
彩
色
の
復
原

事
項
、
お
よ
び
こ
の
建
造
物
に
関
す
る
各
種
参
考
資
料
な
ど
を
ま
と
め
た
。

三、

図
面
お
よ
び
写
真
に
つ
い
て
は
工
事
中
作
製
ま
た
は
撮
影
し
た
多
数
の
内
か
ら
、
図
面

に
つ
い
て
は
記
録
保
存
図
(
原
図
は
寺
院
保
管
)
と
そ
の
他
の
説
明
図
を
、
写
真
に
つ

い
て
は
修
理
前
、
後
並
び
に
工
事
中
の
記
録
と
各
種
資
料
写
真
の
主
要
な
も
の
を
掲
載

す
る
こ
と
と
し
た
。

四
、
本
文
、
図
面
共
表
示
寸
法
は
メ
ー
ト
ル
に
よ
っ
た
が
必
要
に
応
じ
て
尺
を
併
記
し
た
。

五
、
編
集
担
当

財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

理

事

長

有
光
次
郎

総
括
編
集
責
任

工
事
監
督

虞
j頼

北
開

本

右

ノ¥
..L 

右

文

全

図

協
会
技
術
職
員

三
浦
誠
吉

面

写

真

(
修
理
前
及
び
現
場
写
真
)

j弗

虞
瀬

タ'

(
竣
工
)

真

陽

社

龍華院大猷院霊屋の位置を示す掛川市の地図
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静
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県
指
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有
形
文
化
財

目

龍
華
院
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猷
院
霊
屋
修
理
工
事
報
告
書

次

頭頭

龍
華
院
大
猷
院
霊
屋
の
位
置
を
示
す
掛
川
市
の
地
図

現
在
龍
華
院
保
管
、
明
治
初
期
と
推
定
の
霊
屋
を
中
心
に
作
製
さ
れ
た
境
内
配
置
図

信
用
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志
早
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即
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用
コ
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相
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第
四
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時
弟
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第
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ニ
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建

ユ旦
物
の

概

要

指

rよー，

疋

公

刀す

1 

規
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1 

構

下丘二
I口

形
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建
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要

工
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2 

工
事

実
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程

4 

工

事
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5 
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事
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修
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の
破
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12 
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世

の

修
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14 

!日
規

関
す
る
調
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と
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14 

棟
札

発
見
古
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15 
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図
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五
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一
O
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二
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一
五
図
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図
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七
図

第
一
八
図

第
一
九
図

第
二

O
図

第
二

一
図

第
二
二
図

写
図

竣立変竣竣修
理
前

竣修
理
前

立表、修
理
前

立変修
理
前

竣修
理
前

竣修
理
前

竣修
理
前

立変修
理
前

竣修
理
前

竣

第
二
三
図

ー真

次

第
二
四
図

目

第
二
五
図

工

全
影
(
南
西
面
)

第
二
六
図

工

向
拝
詳
細

第
二
七
図

工

宝
殿
軒
見
上
詳
細

第
二
八
図

工

(
南
側
)

第
二
九
図

正
面

正
面

南
側
)

第
三

O
図

工

(
西
側
)

第
三
一
図

側
面

側
面

(
西
側
)

第
三
二
図

工

背
面

(
北
側
)

第
三
三
図

背
面

(
北
側
)

第
三
四
図

工

南
西
面
軒
見
上
げ

第
三
五
図

南
西
面
軒
見
上
げ

第
三
六
図

工

向
拝
柱
上
部
、
虹
梁
、
斗
供
、
丸
桁
の
彩
色

第
三
七
図

向
拝
柱
上
部
斗
供
、
丸
桁
の
彩
色
破
損
状
態
(
外
部
よ
り
見
る
)

第
三
八
図

工

正
面
側
柱
下
部
と
禄
廻
り
詳
細

第
三
九
図

正
側
面
柱
下
部
塗
剥
落
と
縁
廻
り
破
損
状
態

第
四

O
図

工

背
面
外
部
詳
細

第
四
一
図

背
面
外
部
の
破
損
状
態

第
四
二
図

工

廻
縁
、
高
欄
詳
細

第
四
三
図

廻
縁
、
高
欄
の
破
損
状
態

第
四
四
図

工

外
部
側
面
舞
良
戸
、
長
押
取
付
状
態

第
四
五
図

外
部
舞
良
戸
、
長
押
破
損
状
態

第
四
六
図

工

宝
殿
へ
向
拝
の
取
付
部
詳
細

第
四
七
図
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工

宝
殿
軒
隅
見
上
詳
細

工

外
部
軒
見
上
詳
細

工

内
部
西
北
面

工

内
部
正
面

(
北
面
)

工

内
部
側
面

(
東
面
)

工

内
部
見
返
し
(
南
面
)

工

内
部
合
天
井

工

天
井
絵
東
北
隅
見
上
げ

工

天
井
絵
東
南
隅
見
上
げ

工

天
井
絵
西
北
隅
見
上
げ

工

天
井
絵
南
西
隅
見
上
げ

工

宝
殿
隅
斗
供
部
詳
細

工

宝
殿
平
斗
供
部
詳
細

工

宝
殿
斗
供
、
木
鼻
、
軒
の
詳
細

工

向
拝
タ
パ
サ

工

内
部
柱
、
斗
供
、

長
押
の
彩
色

工

向
拝
柱
と
虹
梁
形
頭
貫
の
彩
色

工

厨
子

工

須
漏
壇
向
拝
見
返
し

工

正
面
中
央
聞
の
ハ
ス
の
画
(
厨
子
の
裏

工

屋
根
宝
珠
詳
細

工

唐
戸
詳
細

工

舞
良
戸
詳
細

d
rl
 

'叱
亦
川
1

厨
子
金
具
詳
細

d
dl
 

叶
官

ns

唐
戸
金
具
詳
細



第
四
八
図

第
四
九
図

第
五

O
図

第
五
一
図

第
五
二
図

第
五
三
図

第
五
四
図

第
五
五
図

第
五
六
図

第
五
七
図

第
五
八
図

第
五
九
図

第
六

O
図

第
六
一
図

第第

図

第

三

図

第

四

図

第

五

図

第

六

図

第

七

図

図
図

資資資資資資組事E破破破破破破竣竣竣竣竣竣竣

事ヰ

宝
殿
の
高
欄
と
斗
秩

事ヰ

須
高
潮
壇
斗
束
と
親
柱
宝
殿
高
欄
親
柱

本ヰ

降
棟
鬼
、
唐
草
瓦

平ヰ

軒
丸
瓦

d
f
 

叫
亦
什

e

須
掛
川
壇
の
高
欄
と
斗
棋

寸斗
曲
本
庁

内
部
腰
長
押
彩
色

立

小
屋
組
、
野
地
の
状
態

立

屋
根
平
瓦
葺
の
状
態

損

内
部
天
井
絵

損

天
井
絵
詳
細

損

平
葺

損

小
屋
組
、
野
隅
木

損

小
屋
組
と
野
地

損

素
屋
根
と
工
作
場
の
仮
設
状
態

面

日

次

工

平
面
図

工

正
面
図

工

側
面
図

工

梁
行
断
面
図

工

桁
行
断
面
図

工

見
上
図

工

詳
細
図



静
岡
県
指
定
有
形
文
化
財

龍
華
院
大
猷
院
霊
屋
修
理
工
事
報
告
書

信
用
一
立
早

建

造

物

の

概

要

信
用
一
特
即

指

定

公

刀て

梁

問

柱
間
真
々

二
、
四
四

O

m 

軒
の
出

柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

て

O
七
五

m 

静
岡
県
指
定
年
月
日

γヤ
L

↓
窃
ナ

玄同

宝
殿
礎
石
上
端
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

三、

O
二
O

m 

昭
和
二
十
九
年
一
月
三
十
日

右
計

委静 公|
第員岡

不|

二号三 会 教育県 番
ヂロ7 

屋霊 龍華
名

院

猷大

院 手私

員
棟 量士

春桟向三桁
日瓦拝間行 構

厨葺ヨ三 ー
1、丘旦二

子 間 間
及び

一形
基造 梁 形

~f1 間 式

育E 所
華 有

院 者

静
所

龍岡

肇 掛県
在
の

境院 掛 川 士~

内川市
所

平
面
積

側
柱
内
側
面
、
向
拝
共

ム

/、
、

一
八

O
九
ば

軒
面
積

茅
負
外
下
角
内
側
、
向
拝
共

八
二
、
六
二
七
二
ば

屋
根
面
積

平
葺
、
向
拝
共

一
二
六
、

二
七
八

Ozm

-1 

信
用
コ
一
什
即

構

、丘二
1旦

形

式

信
用
二
府
即

規

模

桁
行
三
問
、
梁
間
三
間
床
下
部
八
角
造
丸
柱
上
部
椋
付
。
柱
真
よ
り
外
側

M
化
粧
土
台
入
、

村T

行

両
端
柱
間
真
々

五
、
五
一
五

m

礎
石
上
建
。
地
貫
、
内
法
貫
、
木
鼻
造
出
し
の
頭
貫
、
唐
様
台
輪
。
向
拝
一
間
凡
帳
面
取
角

柱
、
双
盤
上
建
。
桁
行
虹
梁
端
パ
ク

l
付
、
中
央
に
墓
股
。
周
囲
四
方
小
口
縁
、
切
目
長
押
、

外
部
と
内
部
に
内
法
長
押
。
腰
長
押
は
正
面
、
両
側
中
央
出
入
口
と
内
部
須
禰
壇
側
以
外
に

宝
殿

梁

間

両
端
柱
間
真
々

五
、
五
一
五

m

取
り
付
く
。
擬
賓
珠
高
欄
、
正
面
木
階
五
級
。

軒
の
出

側
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

一
、
五
四

O
m

唐
様
三
斗
組
、
二
軒
繁
極
、
布
裏
甲
上
に
切
裏
甲
、
屋
根
宝
形
造
桟
瓦
葺
。

軒

局

柱
礎
石
上
端
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

三
、
六
三

O
m

正
面
中
央
二
枚
折
桟
唐
戸
、
両
脇
関
連
子
窓
内
側
に
引
違
板
戸
と
障
子
一
本
。
両
側
面
中

棟

品

" 

棟
項
上
ま
で

八
、
四
四

O
m

央
間
引
違
舞
良
戸
障
子
一
本
。
前
端
達
子
窓
内
側
に
引
違
板
戸
と
障
子
一
本
。
他
板
壁
。
床

向
拝

下
各
間
連
子
建
込
。

桁

行

柱
問
真
々

二
、
三
五

O
m

内
部
絵
入
り
格
子
天
井
。
後
方
中
央
間
壁
絵
張
り
前
に
須
禰
壇
置
、
春
日
厨
子
。
内
外
漆



塗
及
び
彩
色
塗
。
床
中
央
部
漆
塗
四
周
畳
敷
。

第
四
節

建
物
の
建
立
及
び
沿
革

建

立

龍
華
院
は
静
岡
県
掛
川
市
の
東
海
道
線
掛
川
駅
よ
り
東
北
約
一
、
五
粁
の
小
山
に
あ
り
、

明
暦
元
年
(
一
六
五
五
)
に
掛
川
城
主
北
条
出
羽
守
氏
重
が
三
代
将
軍
家
光
公
(
大
猷
院
殿
)

の
霊
牌
を
幕
府
に
申
下
し
、
本
丸
山
の
東
北
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
永
禄
十
二
年
掛
川
城
攻
の

戦
い
の
時
徳
川
家
康
の
本
陣
を
置
い
た
龍
王
三
城
の
中
心
龍
胴
山
(
長
松
山
)
に
そ
の
霊
廟

を
建
築
し
城
の
守
衛
と
幕
府
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
に
よ
り
建
立
し
た
ご
と
に
始
ま
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
建
物
完
成
に
よ
り
東
叡
山
よ
り
守
僧
を
招
い
て
龍
華
院
と
稽
し
檀
家
を
持

つ
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
城
主
よ
り
二

O
O石
与
え
ら
れ
廟
の
守
護
に
当
っ
た
。

二
、
沿

革

文
化
十
五
年
(
一
八
一
八
)
三
月
二
日
掛
川
城
下
よ
り
の
出
火
に
よ
り
龍
華
院
の
霊
屋
は

弟

一主早

修
理
工
事
の
概
要

信
用
一
昨
即

工
事
経
過
及
び
組
識

一
、

工

事

の

経

過

霊
屋
は
前
述
の
よ
う
に
檀
家
な
き
龍
華
院
所
有
の
建
造
物
で
漆
塗
等
の
耐
久
年
度
が
過
ぎ

て
も
補
修
の
配
慮
に
至
ら
ず
近
年
腐
朽
、
破
損
が
甚
だ
し
く
、
掛
川
市
で
保
存
修
理
計
画
を

た
て
、
県
費
、
市
費
の
全
額
補
助
を
持
っ
て
昭
和
五
十
四
年
十
月

一
日
よ
り
工
期
十
二
ヶ
月
、

予
算
額
、
金
四
千
八
百
高
円
で
工
事
に
着
手
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

工
事
は
市
教
育
委
員
会
が
寺
よ
り
委
託
を
受
け
工
事
期
間
中
主
体
と
な
り
、
昭
和
五
十
四

春
日
厨
子
と
霊
牌
を
残
し
焼
失
し
た
。
現
在
の
建
物
は
そ
の
後
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
に

城
主
太
田
嬬
津
守
源
朝
臣
資
始
に
よ
り
再
建
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
掛
川
市
稿
、
文
政
五

年
の
項
に
「
同
年
十
一
月
十
九
日
龍
華
院
御
霊
舎
焼
失
後
再
建
成
就
遷
座
祭
を
行
ふ
」
と
あ

り
又
、
同
建
物
小
屋
内
に
次
の
棟
札
を
残
し
て
い
る
。

、

「
文
政
三
年
庚
辰
夏
四
月
」

の
記
の
あ
る
も
の
。

二
、
文
政
五
年
壬
午
三
月
十
六
日
:
:
:
」

の
記
の
あ
る
も
の
。

三
、
御
普
請
掛
:
:
・
」
(
裏
面
追
記
明
治
四
十
年
四
月
三
十
日
)

の
記
の
あ
る
も
の
。

以
上
に
よ
り
文
政
五
年
に
現
霊
屋
が
再
建
を
明
ら
か
に
し
明
治
四
十
年
屋
根
模
様
替
の
大

修
理
と
そ
の
他
小
修
理
を
得
て
護
持
ち
れ
来
た
も
の
で
昭
和
二
十
九
年
一
月
静
岡
県
有
形
文

化
財
に
指
定
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
よ
り
昭
和
五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
十
二
ヶ
月

の
歳
月
を
掛
け
半
解
体
、
塗
替
工
事
を
実
施
し
た
。
ま
た
工
事
中
第
三
章
第
四
節
に
記
載
の

文
政
二
年
再
建
に
着
手
の
仕
様
張
が
発
見
さ
れ
文
政
五
年
再
建
に
な
っ
た
こ
と
が
確
証
さ
れ

た

-2-

年
度
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
仕
事
別
請
負
工
事
と
し
て
施
工
を
し
た
。

修
理
は
半
解
体
修
理
で
軸
部
は
在
来
の
ま
ま
と
し
、
高
欄
、
縁
廻
り
を
解
体
補
修
組
立
、

屋
根
は
瓦
を
一
た
ん
卸
し
軒
先
の
不
陸
是
正
、
野
地
補
修
の
上
葺
替
し
た
。
塗
装
は
外
部
を

新
規
に
塗
直
し
内
部
は
補
修
、
天
井
は
表
具
や
り
替
、
欠
失
部
補
筆
を
行
っ
た
。
建
具
補
修
、

須
禰
壇
の
塗
補
修
、
畳
の
取
替
も
行
っ
た
。
基
礎
は
周
囲
に
雨
落
葛
石
を
設
け
排
水
設
備
を
行

っ
た
上
、
基
壇
境
の
二
ヶ
所
に
柵
扉
を
設
け
る
等
の
施
工
を
し
て
昭
和
五
十
五
年
九
月
三
十

日
工
事
の
総
て
を
完
了
し
た
。



二
、
工
事

の

組

織

工
事
関
係
者

本
工
事
は
掛
川
市
長
を
委
員
長
と
す
る
県
指
定
有
形
文
化
財
龍
華
院
大
猷
院
霊
屋
修
理
委

設
計
監
理
者

員
会
を
組
織
し
、
同
委
員
会
規
則
を
設
け
て
工
事
を
執
行
し
た
。

理
事
長

財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

め
た
。
補
助
事
業
実
施
に
当
っ
て
は
静
岡
県
文
化
財
保
存
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
事
業
を
進

工
事
監
督

図
面
作
製

実
施
に
当
っ
て
は
、
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に
設
計
監
理
を
委
託
し
工

工
事
施
工
者

事
監
督
は
月
一

l
二
回
現
地
に
赴
き
工
事
の
監
督
指
導
に
当
っ
た
。
関
係
事
務
は
掛
川
市
教

協
会
参
与

協
会
技
術
職
員

育
委
員
会
文
化
財
係
が
担
当
し
事
務
を
処
理
し
た
。

河
原
崎
組

仮
設
、
基
礎
、
木
工
、
屋
根
工
事
請
負
施
工
者

社
長

島
田
市
幸
町

尚
工
事
は
一
般
工
事
、
塗
工
事
と
分
け
何
れ
も
特
命
請
負
工
事
と
し
て
施
工
し
た
。

全

委

員

長

修
理
委
員
会
関
係
者

ノ¥
-L 

副
委
員
長

委
人
」一

/¥ 
ーL

ノ、
--'--

r、
-L 全全全全

y、、
一L

ノ¥
-L 

事

務

局

ノ¥

ーL

掛
川
市
長

榛
村
純

掛
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長

佐
藤
正
夫

全

員

掛
川
市
助
役

潔

ノ¥
-L 

桑
島

前
掛
川
市
議
会
議
長

村
松
猛
夫

塗
、
金
具
工
事
請
負
施
工
者

掛
川
市
議
会
議
長

山
崎

大
工
棟
梁

ノ¥
」一ー

か
副
棟
梁

ノ、

大
工

瓦
作
製

奈
良
市

龍
華
院
住
職

ノ¥
-L 

小
西
美
術
工
義
社
社
長

漆
工
責
任
者

巌

海
野
栄
久

龍
華
院
信
徒
代
表

鈴
木
博
吉

ノ¥
-L 

前
掛
川
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

杉
山
光
夫

全

掛
川
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

松
浦
一
郎

ノ¥
..L 

掛
川
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

青
木
定
男

ノ¥= 

静
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員

国
猷
凱
…
附
工
事
監
督
)
庚
瀬

/、
..L 

j弗

掛
川
市
文
化
財
専
門
審
議
委
員

柴
田
孝
雄

全

ノ¥
-L 

七
郎

ノ¥
-L 

関

掛
川
市
教
育
委
員
会
文
化
係
長

増
田
徹
禅

ノ¥
」一・

掛
川
市
教
育
委
員
会
文
化
係
主
査

岩
井
克
允

ノ¥
ーL

日
光
市

漆
工

戸、
..L 

/¥ 
-L 金

箔
工

彩
色
責
任
者

画
工

ノ、
ーL

ノ、

= 
ノ¥
← L 

ヘ
島
田
市
文
化
財

/
専
門
審
議
委
員

有
光
次
郎

庚

瀬

沸

三
浦
誠
土
口

河
原
崎
八
柴

松
浦
正

平
沢
五
男

田
端

功

小
林
麻
造

-3 

小
西
重
太
郎

木

日月

平
井
義
久

小
俣
博
康

鎌
田
元
雄

伊
原
建
樹

関
谷
一
郎

J;b. 
31'11 

木

実

菊
地
亘
之

石
河

岡リ

打
矢
義
則



工
事
着
手

信
用
二
府
即

工
事
実
施
工
程

起
工

式

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

上

棟

式

工
事
完
成

実
施
せ
ず

実
施
せ
ず

工
事
施
工
工
程
表

昭
和
五
十
五
年
九
月
三
十
日

工

事

種

工
事
着
手
準
備

仮
設
工
事

解
体
工
事

基
礎
工
事

木

工

事

屋
根
工
事

漆
塗
工
事

彩
色
工
事

金
具
工
事

表
具
工
事

雑

工

事

残
務
整
理

公
じ

V
人
【
¥
百
目

立
山
引
け
μ
つ
1
ノ
J

耳
目

内

目

著

手

年

月

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
一
日

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
一
日

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
日

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
五
日

昭
和
五
十
五
年
三
月

一
日

昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
五
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
一
日

昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
五
日

ト一一一一一一一←
持
病
コ
一
府
即

工

事

四
八
、

0
0
0、
0
0
0
円

二
四
、

0
0
0、
0
0
0円

二
四
、

0
0
0、
0
0
0円

O 

日

終

了

年

月

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
十
日

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
日

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
日

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
一
日

昭
和
五
十
五
年
八
月
二
十
八
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
日

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
日

費

静
岡
県
補
助
額

卦
川
川
仁

μ
甫
巾
'
力
百
円

ふ王
I
f

↓n
4
ar
ロ且
虫
ロ

所
有
者
負
担
額

総
支
出
額

内内

訳

総
事
業
費

日

修
理
工
事
経
費

工
事
費

(
請
負
費

内

仮
設
工
事
費

解
体
工
事
費

木

工

事

費

屋
根
工
事
費

塗
装
工
事
費

金
具
工
事
費

雑

工

事

費

i者

ホ王

事

務

内

需

用

消

耗

品

費

印
刷
製
本
費

雑

役

務

費

四
八、

0
0
0、
0
0
0
円

四
三
、

O
四

O
、

0
0
0円

費

費

費

八
六

O
、
0
0
0円

四

一O
O、
0
0
0円

工

費

事

手先

費

ラ正
ぢミア

託

費

四
八
、

0
0
0、
0
0
0円

四
三
、

O
四

O
、

0
0
0円

四
三
、

O
凹
O
、

0
0
0円

一
七
七
、

0
0
0円

五
六

O
、
二
五

O
円

4ー

四
、
三
九
三
、

0
0
0円

一
、
五
二
三、

一
五

O
円

ム

ノ、

一
O
三、

六
五

O
円

一
、
六

O
九、

0
0
0円

一、

O
六
九

五
八

O
円

五
、
六

O
四
、
三
七

O
円

八
六

O
、
0
0
0円

八
三
六
、

0
0
0円

三
六
、

0
0
0円

五
回

O
、
0
0
0円

二
六

O
、
0
0
0円



委
託
料

設
計
監
理
費

一
、
仮

ィ
、
素
屋
板

屋
根
切
妻
造
、 役

務

費

二
四
、

0
0
0円

通
信
運
搬
費

二
四
、

0
0
0円

四

一O
O
、
0
0
0円

委

託

五
八
八
、

0
0
0円

i
f
 

p叫
，
勾
'

三
一
、
五
一
二
、

0
0
0円

第
四
節

工
事
実
施
仕
様

九又
3
2
n
"
 

工

事

(
登
桟
橋
付
)

桁
行
一
二

m
梁
間
一
四
円
建
坪
二
ハ
八

2m
、
柱
堀
立
、

建
地
は
柱
間
二

m
内
外
に
根
入
三

O
叩
以
上
軒
先
よ
り
一
、
二

m
外
に
建
て
、
布
は
飛
付

ネ東

一
、
五

m
そ
れ
よ
り
上
は
一
、
二

m
割
、
棚
は
軒
先
よ
り
九

O
m
下
に
設
け
、
根
太
割
六

O

m
内
外
、
足
場
板
九

O
叩
巾
に
敷
並
べ
要
所
は
根
太
に
釘
止
め
と
し
た
。
要
所
控
柱
、
筋
違
、

方
杖
を
取
設
け
、
各
組
手
鉄
線
揚
み
、
鎚
、
ボ

l
ル
ト
、

ス
テ
ー
ブ
ル
等
を
用
い
て
緊
結
し

た
。
小
屋
は
登
合
掌
組
と
し
振
止
め
筋
違
等
を
取
付
け
、
屋
根
は
亜
鉛
引
鉄
板
(
波
形
)
葺

口
、
工
作
小
屋

と
し
た
、
登
桟
橋
は
勾
配
お
以
内
と
り
止
め
、
手
摺
を
設
け
た
。

連

式
一
棟
。

桁
行
四
m
、
梁
間
五
m
、
建
坪
二

od、
柱
堀
立
、
屋
根
切
妻
造
、

た
出
入
口
扉
付
、
周
囲
及
び
屋
根
明
り
取
取
り
設
け
鉄
板
張
り
の
外
前
記
に
準
じ
て
工
作
し

ハ
、
塗
装
資
材
天
井
絵
補
修
工
作
小
屋

床
板
張
、
屋
根
切
妻
、

桁
行
六

m
、
梁
間
五

m
、
建
坪
三
0
2
m
、
柱
堀
立
、

棟

二
、
休
憩
所
兼
詰
所

工
作
小
屋
と
接
触
さ
せ
三
面
壁
と
し
工
作
小
屋
と
同
様
の
施
工
を
し
た
。

平
家
建
組
立
ハ
ウ
ス
、
桁
行
五
、
四

m
、
梁
間
三
、
六

m
、
建
坪

九
、
四
四
2m
、

一
棟
、
カ
タ
ロ
グ
提
出
に
よ
り
許
可
の
上
設
置
し
た
。

ホ
、
境
界
柵

高

さ

て

八

m
、
延
べ
長
六
O

m
、
杉
丸
太
末
口
七
叩
を
二

m
聞
に
配
し
堀
建

て
、
二
問
置
に
控
柱
を
設
け
上
、
中
、
下
三
段
に
貫
を
打
通
し
ラ
ス
張
り
と
し
た
。
出
入
口

一
ヶ
所
、
木
枠
桓
組
外
開
き
戸
二
枚
大
帳
番
に
て
吊
込
み
有
刺
鉄
線
張
り
戸
締
金
具
を
付
し

たヘ
、
危
害
防
止
、
消
化
設
備

各
所
に
危
害
防
止
注
意
札
、
禁
煙
札
、
立
入
禁
止
札
を
立
て

防
火
水
槽
、
消
火
器
、
バ
ケ
ツ
等
備
え
つ
け
た
。

角手

イ本

工

事

(
部
分
)

本
建
物
解
体
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
縁
廻
り
の
解
体
と
屋
根
野
地
腐
朽
部
の
一
部
解
体
に

と
ど
め
、
屋
根
葺
替
、
塗
装
工
事
、
天
井
絵
の
表
具
遺
替
等
を
施
し
た
。

解
体
に
当
っ
て
は
完
全
な
水
盛
遣
方
を
設
け
、
解
体
に
先
だ
ち
内
外
部
要
所
の
写
真
撮
影

を
し
、
各
部
の
実
測
お
よ
び
破
損
調
査
の
後
、
建
物
解
体
番
付
図
等
を
作
製
し
、
番
付
木
札

を
打
付
け
解
体
後
の
整
理
に
あ
て
た
。
取
解
に
当
っ
て
は
桟
が
損
傷
し
な
い
よ
う
充
分
注
意

-5ー

を
払
い
、
主
要
部
は
養
生
す
る
な
ど
取
扱
に
填
重
を
期
し
た
。
建
具
、
天
井
板
等
は
特
に
布
、

合
成
綿
で
養
生
し
た
。

基

礎

工

事

(
当
工
事
で
は
雑
工
事
内
に
予
算
を
組
む
)

ィ
、
地
盤
の
状
態

現
状
は
小
山
項
上
平
地
に
加
工
切
石
積
、
周
囲
に
葛
石
、
玉
垣
を
巡
ら

せ
た
大
き
な
基
壇
で
非
常
に
強
固
に
作
ら
れ
て
い
で
こ
の
内
部
に
建
っ
て
い
る
建
物
で
裏
側

中
央
部
二
本
の
柱
礎
石
が
二

m
下
っ
た
以
外
他
の
柱
礎
石
、
縁
束
石
に
は
ほ
と
ん
ど
狂
い
は

な
か
っ
た
の
で
礎
石
は
現
状
の
ま
ま
と
し
正
面
向
拝
以
外
の
宝
殿
四
面
に
雨
落
し
葛
石
を
覆

し
軒
内
士
聞
は
玉
石
厚
6
m
敷
込
み
と
し
た
。

口
、
補
足
石
材

雨
落
葛
石
:
:
:
・
:
巾
一
五
句
成
一
五
師
、
長
手
六

0
1九
O
m
硬
質
伊

豆
石
の
切
石
を
使
用
し
た
。

ハ
、
地
業

葛
石
下
布
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
、



材
料
:
:
:
割
栗
石
:
:
:
径
一
五

m
内
外
の
硬
質
石

砂

利
:
:
:
径
五

m
l
二
五

m

砂

-
荒
目
勝
、
土
気
の
な
い
川
砂
。

セ
メ
ン
ト
:
:
:
ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

J
I
S
、

規
格
品
。

調
合
:
:
:
コ
ン
ク
リ
ー
ト、

一・・一一一・・ムハ。

調
ム
ロ
:
:
:
モ
ル
タ
ル
、

一
・
・
二
。
均
一
に
な
る
ま
で
練
返
し
た
。

二
、
工
法

所
定
の
深
さ
大
き
さ
に
根
切
を
施
し
た
後
、
割
栗
石
を
小
端
立
て
に
敷
並
べ
日

潰
砂
利
を
入
れ
ラ
ン
マ

ー
で
掲
固
め
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
仮
枠
の
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
ら

せ
空
隙
の
生
じ
な
い
よ
う
充
分
に
打
ち
こ
ん
だ
。

ホ
、
葛
石
据
付

布
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
完
了
後
、
乾
燥
を
見
は
か
ら
い
モ
ル
タ
ル
敷
込
布
石

を
正
確
に
据
付
け
た
。

ヘ
、
軒
内
土
間

径
2
叩
J

3
佃
の
砂
利
石
を
厚
6
m
に
敷
込
ん
だ
。

ト
、
排
水
溝

軒
下
に
当
る
地
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

U
字
溝
を
適
当
の
勾
配
に
埋
設
上
部
を

砂
利
で
埋
設
し
た
。

チ
、
埋
戻
し
残
土
処
分

基
礎
完
了
後
厚
二

O
叩
毎
に
蛸
棒
等
で
揖
固
め
埋
戻
し
を
施
し
残
土
は
指
示
の
位
置
に
集

積
し
た
。

四
、
木

工

事

ィ
、
再
用
材

当
初
材
は
保
存
上
支
障
の
な
い
限
り
こ
れ
を
使
用
し
た
。

口
、
繕
い

再
用
材
は
後
世
改
変
に
よ
る
不
用
の
穴
、
仕
口
及
び
欠
損
、
腐
朽
箇
所
等
は
古

材
又
は
乾
燥
材
を
用
い
て
埋
木
、
矧
木
等
に
よ
り
繕
っ
た
。
接
着
材
に
は
ボ
ン
ド
を
用
い

た
ほ
か
要
所
は
釘
打
ち
と
し
た
。

床
下
大
引
は
添
木
ボ

l
ト
ウ
締
で
補
強
し
た
。

ハ
、
取
替
材

腐
朽
破
損
の
甚
だ
し
い
も
の
、
或
は
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
取
替
又
は
新
補

し
た
材
料
は
左
記
を
標
準
と
し
た
。

化
粧
材

(
階
段
、
藤
桁
)

棒
材
(
真
去
り
赤
味
材
)

軸
部

" 

縁
廻

棒

材

(

" 

(
縁
束
、
縁
葛
、
叉
首
、
縁
板
)

" 

軒
廻

(
切
裏
、
瓦
座
)

杉
上
小
節
(
真
去
り
赤
味
材
)

野
物
材

小
屋
材
(
野
梧
、
母
屋
、
束
、
野
地
板
)

檎
及
び
杉

一
等
材

ニ
、
新
材
加
工
、
仕
口
、
継
手
、
曲
線
等
は
従
来
通
り
に
残
存
資
料
に
よ
り
木
造
り
加
工
し

た。
ホ
、
向
拝
締
直
し
補
強
、
向
拝
部
は
柱
全
長
聞
に
於
て
西
に

3
叩
傾
斜
し
て
い
た
の
で
こ
れ

を
是
正
締
直
し
を
行
っ
た
。

f¥ 
、

工

法

(一)

③
建
設
時

木
材
工
法

時
代
別

A
明
治
以
降

母 " " " 士也高 車蒙 主君主 *~量
区

架 平 親

屋 木 村す キ主
覆欄 板 葛 東

分

時
当 当 当 当 当 当 当 当 代

日リ

干長 棒 機 樽 棒 棒 機 棒
機
種

、y 腰;ツ束 f寺1 な ツ束 な 継
在キ 接ト キ キ真

イ寸 鎌け 付真 蟻 し イ寸で し
手

F局 東 東 車奈 大両 目矧 中豪 葛下
木 上 打 ネ疫 入端 土也 ケ 束 に部 f士 来

と ヌ ヨー三 棒:戸斤 車古石

曲義 ツ キ キ内 ?米 入 輪 な 口

落 キ 立 中主 な 裏き に

し 付 ノ¥ ぎ 面太 σコ
中内 込 曲義 中内

み t各 口
し

ソ カ カ カ カ カ カ カ
表 法

ン ン ン ン ン ン ン
面

て7 ナ ナ ナ ナ ナ ナ ナ
力日
工

里子 中内両 ti量 車豪 葛 上 束IBt継艮 取
権 差端 板 板 立岩

メ仁ミヨ

し親 f¥ J¥ 大 にさ
及

童T キ主 柄 太 室T 車黍
十字たれ び

打 立 中内 打 ホ反
取

大 て 車内 釘 目材
入 め 打 土也A イ寸

実
ノ=¥ 同 同 同 同 同 同 同 方包

上 上 上 上 上 上 上 上 σコ
工
法

6 



野
地
板

チ
ョ
ナ

ノ¥
二L

J二

突
付

野
極
に
釘
打

キ丞

コ
マ
返
し

当

マ

ソ

に)

鉄
材
工
法

生I 分区

里子 化 里子 切 縁 京家 当

地 粧
目 板 在長

キ反 極 極 押 持ト 板 初

日寺 来
当 当 当 当 当 当 代

別
の
摘

和 手口 手口 手口 手口 平日
工

法
釘 主T釘 童I主T長T

要

j羊 洋 j羊
和釘
j羊 j羊

安T室T生T 室T生T
実打 ナ丁 打 再 E員 目員

付 付 イ寸 用 つ つ
lt lt lt 打 ぷ ぶ 施

付
打し 打し;ナ
付 付 の
け 1け

工

J去

ト
、
防
腐
処
理
、

塗
装
に
関
係
な
い
箇
所
及
び
床
下
、
小
屋
軒
先
内
部
、
野
地
に
防
腐
処
理

を
行
っ
た
。
薬
材
は
キ
シ
ラ
モ
ン
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
を
用
い
刷
毛
二
回
塗
と
し
た
。

五
、
屋

根

事

工

ィ
、
再
周
瓦
、

在
来
の
瓦
は
全
部
同
い
つ
形
式
手
法
の
瓦
で
破
損
度、

耐
久
性
等
に
よ
り
再

用
、
非
再
用
に
選
別
し
再
用
合
格
瓦
を
使
用
し
た
。
鬼
は
稚
児
鬼
と
二
の
鬼
を
入
替
え
て

全
部
を
再
用
し
た
。

再
用
瓦
は
す
べ
て
水
洗
い
し
て
、
十
分
乾
燥
を
図
っ
た
。

口
、
補
足
瓦
、

屋
根
全
面
に
一
種
類
の
瓦
が
使
用
の
為
こ
の
形
式
に
倣
い
焼
度
の
関
係
上
奈

良
の
小
林
麻
造
氏
に
作
製
を
依
来
焼
成
度

一
二
O
O度
以
上
、
吸
水
率
一
二
%
以
下
の
も

の
を
作
製
し
た
。

ハ
、
土
居
葺
、
杉
皮
葺
と
し
材
料
及
工
法
は
在
来
の
も
の
に
倣
い
杉
皮
は
節
穴
、
腐
れ
な
ど

の
な
い
長
七
五

m
葺
足
と
し
要
所
を
押
縁
で
押
え
土
居
葺
し
た
。

葺
上
後
キ
シ
ラ
モ
ン
散
布
一
回
を
行
な
っ
た
。

二、

葺
土、

平
葺
土
は
使
用
コ
一ヶ
月
前
に
藁
窃
と
在
来
の
葺
土
を
十
分
混
練
し
、
ね
か
し
た

も
の
、
軒
先
瓦
下
及
び
嬰
斗
積
に
は
砂
、
石
灰
、
苧
窃
を
混
練
し
た
砂
漆
喰
を
使
用
し
た
。

ホ
、
瓦
割
り
、

唐
草
口
巾
を
基
準
に
、
反
り
出
し
等
格
好
よ
く
割
付
け
、
瓦
座
を
な
じ
み
よ

く
合
せ
た
。

ヘ
、
平
葺
、
葺
土
は
筋
置
き
と
し
、
唐
草
瓦
は

一
八
#
銅
線
に
で
瓦
桟
に
口
巾
り
止
め
、
平
瓦

は
登
り
五
枚
毎
に
一
八
非
銅
線
に
て
吊
り
止
め
た
。
以
下
各
面
よ
り
平
瓦
の
重
ね
面
を
な

じ
み
よ
く
合
せ
順
次
葺
上
げ
た
。

-7一

ト、

棟
積
、
鬼
取
付
、

隅
棟
の
形
式
及
び
積
高
は
工
法
を
研
究
の
上
整
理
し
て
積
上
げ
た
。

の
し
積
は
各
段
目
違
に
砂
漆
喰
を
用
い
て
積
上
げ
、

各
段
毎
又
は

一
段
置
き
に
銅
線
で
緊

結
し
た
。

鬼
瓦
は
各
隅
共
稚
児
鬼
が
大
き
く、

二
の
鬼
が
小
さ
く
逆
取
付
に
な
っ
て
い
た
の
で
位

置
を
入
替
え

一
六
件
銅
線
六
条
撚
り
の
も
の
で
小
屋
内
構
造
機
に
緊
結
し
た
。

チ、

露
盤
取
付
、
露
盤
下
の
瓦
積
は
隅
棟
形
式
整
理
の
上
か
ら
積
上
り
を

一
段
減
じ
従
来
の

形
式
で
積
み
、
露
盤
を
漆
塗
し
て
旧
位
置
に
取
付
け
た
。

六
、
塗

工

装

事

工
事
範
囲
は
外
部
は
全
雇
z

替
え
、
内
部
は
補
修
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
明
細
附
表
を



作
り
、
塗
装
区
分
に
よ
り
、
施
工
範
囲
を
定
め
工
事
を
実
施
し
た
。

ィ
、
漆

塗

(一)

調
査
、
着
手
に
先
立
ち
在
来
の
手
法
、
材
料
の
剥
落
状
態
な
ど
十
分
調
査
し
て
各
部

の
修
理
方
針
を
決
定
し
た
。

(斗

材
料
、
生

漆

精
製
漆
(
日
本
産
又
は
そ
れ
に
準
じ
た
も
の

金

金
A
ユ
口
有
量
九

O
%以
上
、

A
三
号
色
、

一O
、
九

m
角

箔

朱
、
弁
柄

顔
料
は
何
れ
も
見
本
品
提
出
に
よ
り
決
定

布

本
麻

丹

鉛
丹

(ヨ

工
法
、
本
直
し
、
外
部
漆
塗
部
が
全
面
老
化
、
断
紋
を
生
じ
、
且
つ
木
部
の
損
傷
が

現
れ
、
表
面
か
ら
の
押
え
修
理
が
不
可
能
で
あ
っ
た
部
分
を
下
地
ま
で
叩
き
落
し

又
は
掻
落
し
等
の
手
法
で
素
地
ま
で
露
出
さ
せ
、
総
体
に
錆
漆
下
地
付
、
左
記
仕

様
工
程
に
基
き
施
工
し
各
細
部
の
決
定
施
工
は
工
事
監
督
の
現
場
指
示
に
よ
っ
た
。

①
向
拝
柱
(
面
)
、
は
黒
漆
布
着
仕
上
。
木
階
、
修
桁
共
見
付
は
丹
塗
三
団
施
工
と
し
た
。

②
身
舎
柱
外
面
(
切
目
長
押
よ
り
下
部
を
除
く
)
、
柱
間
内
、
板
壁
は
塗
肌
の
老
化
著
し
く
、

杭
木
割
れ
等
が
あ
り
黒
漆
布
着
仕
上
げ
と
し
た
。

③
外
側
切
目
、
腰
、
内
法
の
各
長
押
、
半
長
押
。
敷
居
鴨
居
見
付
け
は
塗
肌
の
老
化
著
し
く
、

庇
、
木
割
れ
等
が
あ
り
黒
漆
本
直
と
し
た
。

④
外
部
頭
貫
、
木
鼻
、
台
輪
は
塗
肌
の
老
化
著
し
く
黒
漆
本
直
と
し
た
。

⑤
向
拝
虹
梁
中
央
下
端
と
内
部
腰
長
押
は
朱
漆
本
直
し
の
上
漆
箔
押
と
し
た
。

⑥
通
肘
木
、
天
井
廻
縁
、
天
井
格
縁
は
黒
漆
上
塗
直
し
と
し
た
。

⑦
隅
木
、
地
極
、
飛
携
極
、
木
負
、
茅
負
、
裏
甲
は
弁
柄
、
漆
草
掻
合
せ
と
し
た
。

⑧
向
拝
部
軒
廻
、
槌
破
風
を
含
め
主
屋
軒
廻
り
と
同
様
弁
柄
漆
草
掻
合
せ
と
し
た
。

⑨
内
部
床
、
桓
共
黒
漆
草
掻
合
せ
と
し
た
。

⑩
正
面
方
立
、
小
脇
板
、
内
法
窓
堅
枠
は
黒
漆
本
直
し
一
部
朱
面
と
し
た
。

⑪
縁
廻
り
と
軒
廻
床
下
、
高
欄
の
総
べ
で
は
丹
塗
三
団
施
工
仕
上
げ
と
し
た
。

⑫
桟
唐
戸
、
舞
良
戸
、
明
障
子
、
窓
板
戸
は
黒
塗
本
直
し
と
し
た
。

⑬
厨
子
、
須
靖
壇
は
部
分
繕
い
漆
拭
と
し
た
。

A
、
本
直
し
基
準
工
程

新
材
塗
の
部

10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 
回

書士

布 布 切 ヲ| 主リ 自司 生
刻字
目見 防 名

揃日 込 ¥，> 
木

1旨 腐
着 粉 土也 込 彫 処 処

え 付 苧 み
地
り E里 理

せ 付 tt 京リ 固
苧 め

手持

麻 車問 地 糊 麻 生 丸 焼 フ
万 布 目 の

、
布 漆 。コ 主塁 オ

、 、
よ也 粉

粉麦
、 、

み 火 )レ 資
切 麦 の

、
麦 箆

、
力 マ

粉 粉 粉 水
、
粉

、
キオ、 、 、

京リ
、
席リ 万 ン

糊 生 苧 生 毛
、

原液
と、 、

漆 綿 漆 t万
生 生

、 、 、
出 等 工

漆 漆 石底
粉木
竹 し

の 箆 具
粉

、
、
生

箆 漆

布 主 塗 右 右 主リ 直 深長官 の節 二 虫
節 要 装 ノユ¥ー ノ二ヘL 苧 接 3 部 処部 回害 摘
を 音日 面 彫 生 mm 乾 E里そ 以そ
載 分 全 更 充 宮古 漆 f立割 の tの
り 布 音E 填 の i受 れ f也 f也

に 境布 を の 依 す 麻 透 告日 桔t 防
張 肌 没 る 布 中市 分 目旨 止

均て は る σ〉 を 張 5蛮 巾 凝 の
す切 均 防 込 工 3 結 た 要
粉 斉 ぐ み 作 mm 音日 め

-8 



12 

ノ¥
-L 

布

荒

11 

し

大
村
砥
其
の
他

下
地
付
(
目
止
め
)
一
地
の
粉
、
水
、
生
漆

13 

下
地
付
け

右

14 

ノへ
:.L 

右

15 日

一
下
地
研
ぎ

下

ー

ー

口

一

紙

着

せ

紙

荒

18 

切

粉

20 

切
粉
研
ぎ

21 

切
粉
固
め

荒

22 

し

23 

p、重三

宝円

付

24 

右

25 

錆
地
研
ぎ

ぉ

片

漆

固

め

し付{t 同

右

ノ¥
-L 

右

ノ¥
:.L 

右

ノ¥
-L 

金
剛
砥
、
大
村
砥
、
水

吉
野
紙
止
塗

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

細
目
地
の
粉
、
水
、
生
漆

大
村
砥
、
水

生
漆

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

砥
の
粉
、
水
、
生
漆

右

同

水
ち
白
色

油
煙
炭
、
生
漆

布
の
ケ
バ
を
立
て
下
地
の
蜜

着
を
図
る

第
一
回
は
布
日
充
填

地
肌
の
平
担

目
の
荒
き
紙
を
張
り

地
割
れ
防
止

ケ
バ
を
立
て
る

下
地
の
中
間
層

地
肌
の
平
滑

I
l
l
1
1寸
ー
l

i
li

-

-

補

品虫
寸
「
吋
J

次
回
錆
の
蜜
着
を
図
る
。

切

粉

肌

の

居

室

に

す

i

右

同

I ~青 | 地
|肌| 肌
|中南! の
I 5主| 仕
|上

黒 1 平
色|滑
附 lを
与 | 期
! す

山
]
門

水
、
耐
水
ペ
ー
パ
ー
朴
炭
等

28 

衣衣塗中 中 出善

皇:研
しミ

錆
石背 ぎ

土 木ぎ卜 朴 塗中
有正

塗炭 炭 の
漆

、
漆

、
漆 粉

、
7}:: *. 、

黒
、

生、
両t j奈

赤 7.1< 
ペ

f士 右 右 平 上 と鋳
と 滑 塗 な面
り 」戸一、 一ノL¥ 蜜 下 すの

着 の 。欠

中南 首矢
5盆 主!

古
材
塗
の
部

9 

5 4 3 2 1 数回

木 古 名
地 苧腐地 塗
固 彫処整 剥層
め り E里備

i各
し
干待

生 丸 フ サ 塗
漆 の オ ノ 自市

み jレ
手斧 資

又 7 /¥  《

は
、
キオ

生 万 ! ン ノf 平
漆 原 の と
麦 切液

、
み

粉 出等 金 等 工
綿 し 同リ

イi)]:
具

塗
装 f商
層
の
ノユ¥ニ

音15

一

以
下

l

J
お
回
に
至
る
ま
で
新
材
の
本
直
し
工
程
に
同
じ

B
、
上
塗
直
し
基
準
工
程



部
分
的
な
破
損
箇
所
は
、
錆
付
け

よ
り
補
修
し
、
基
準
工
程

(
本
直
し
二
十
三
回
工
程

は
同
工
程
の

m
l
お
工
程
に
よ
っ
た
。

c、
掻
合
塗
基
準
工
程

下
地
調
整
の
後
、
錆
付
を
行
い

μ
l
お
の
上
塗
直
し
に
準
じ
て
施
工
し
た
。

D
、
漆
箔
押
基
準
工
程

素
地
は
、

1
1
沼
工
程
を
済
ま
せ
箔
下
塗
を
塗
り
金
箔
押
を
行
っ
た
。

補
修
部
分
は
剥
落
程
度
に
応
じ
て
金
箔
押
の
補
修
を
行
っ
た
。

口、

彩
色
塗

(一)

調
査
、
着
手
前
、
文
様
、
配
色
そ
の
他
正
確
な
見
取
図
を
作
製
し
、
工
事
監
督
の
指

示
に
従
っ
て
修
理
方
針
を
決
定
し
た
。

仁)

材
料
、
生

漆

日
本
産
良
質
品
又
は
そ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
た
も
の
。

摩買

半ヰ

見
本
品
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
示
(
下
塗
、
上
塗
顔
料
、
胡
粉
、

黄
土
等

金

一
O
、
九

m
角

箔

金
含
有
量
伺
%
以
上
、

接
着
剤

良
質
腰

(弓

工
法
、

①
掻
落
し
、
下
地
時
え

下
地
:
:
:
在
来
の
塗
は
素
地
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
掻
落
し
、
清
掃
の
後
、
生
漆
又
は
腰

水
を
塗
り
、
木
固
め
の
後
、
傷
は
埋
木
、
刻
苧
飼
込
み
地
付
ま
で
仕
上
げ

た。

無
地
:
:
:
:
木
地
に
直
接
塗
る
場
合
。
素
地
を
十
分
清
掃
の
後
、
傷
は
埋
木
刻
苧
飼

い
後
、
表
面
を
平
、
滑
に
均
し
た
。

②
置
上
彩
色

下
地
固
め
の
後
形
置
し
て
置
上
部
を
丹
具
を
用
い
て

3
1
5
回
の
工
程
で
置
上
げ
、

下
塗
胡
粉
を
塗
り
箔
押
箇
所
は
こ
れ
を
行
い
、
下
塗
後
、
各
顔
料
を
調
和
よ
く
塗
り

上
げ
そ
の
上
に
線
書
、
又
は
毛
書
を
行
っ
た
。

③
平
彩
色

漆
箔
押
の
上
に
平
彩
色
を
前
記
に
倣
い
施
工
し
た
。

⑤
補
筆
及
び
剥
落
止

彩
色
及
び
置
上
部
分
の
剥
落
箇
所
は
清
掃
し
た
後
、
従
来
と
同
配
色
に
よ
り
補
筆
を

円
U

行
っ
た
。
又
完
了
後
剥
落
止
を
施
し
た
。

ハ
、
丹
塗
、
緑
青
、
胡
粉
塗
、

(ー)

計
画
、
在
来
の
各
塗
装
を

一
旦
全
部
落
し
た
上
、
在
来
仕
様
に
よ
る
丹
塗
、
緑
主円、

胡
粉
塗
装
を
行
っ
た
。

(ゴ

材
料
、
丹
、
光
明
丹
、

下
塗
り
に
は
長
吉
印
又
は
嵩
印
同
等
品
以
上
の
品
を
用
い
た
。

緑
青
、
新
岩
緑
青
、
上
塗
及
び
下
塗
材

円
汀
、
刀
、

ふ
白
ポ
サ

下
塗
及
び
上
塗
胡
粉

1嬰

下
塗
用
は
千
本
腰
、
上
塗
用
は
晒
躍
と
し
、
調
合
等
は

工
事
監
督

の
指
示
に
よ
っ
た
。
ポ
パ

l
ル
混
入
も
可
と

?
し
れ
~
。

(三五

工
法



①
掻
落
し
、

③ 
補

fl$ 

在
来
の
各
塗
装
を
素
地
を
損
わ
ぬ
様
掻
落
し
て
清
掃
し
た
。

在
来
の
箔
を
煮
洗
し
、
磨
き
形
を
整
え
た
上
金
箔
押
を
行
っ
た
。

②
下
地
蜂
え

素
地
の
裂
目
、
釘
穴
、
割
目
等
に
は
埋
木
又
は
刻
苧
を
充
填
し
表
面
を
平
滑
に
し
た
。

八
、
雑

工

事

2 
装

建
具
補
修

下
掠
え
の
上
そ
れ
ぞ
れ
の
下
塗
を
施
し
、
む
ら
の
な
い
よ
う
入
念
に
上
塗
を
行
っ
た
。

舞
良
の
破
損
部
は
在
来
と
同
材
で
補
修
し
た
。
明
障
子
は
紙
貼
り
を
行
っ
た
。

躍
の
量
は
下
塗
、
上
塗
と
塗
区
分
に
従
っ
て
適
当
な
混
入
量
と
し
た
。

(ゴ

畳
工
事

内
部
畳
は
全
て
新
規
に
補
足
し
た
。
床
は
J
I
S
A
5
9
0
1
、
特
級
お
い
時
以
上
、

二
、
天
井
絵
補
修

表
は
備
後
産
日
旬
以
上
、
紋
縁
付
と
し
畳
割
り
よ
く
作
製
し
、
不
陸
な
い
よ
う
敷
込
ん

合
天
井
絵
は
各
間
共
位
置
、
方
向
を
記
入
の
上
取
外
し
、
下
張
よ
り
表
具
や
り
か

だ

ぇ
、
絵
の
破
れ
た
箇
所
は
ク
サ
ピ
か
い
欠
失
部
は
叶
う
限
り
補
筆
を
行
な
っ
た
。

(三)

厨
子
塗
装
補
修

厨
子
は
漆
塗
面
を
清
掃
し
生
漆
を
用
い
て
二
回
漆
拭
を
施
し
た
。
金
具
は
在
来
の
ま

(ー)

オ

叫
.、
時
次

1

1

1

 

鍛
鉄

(四)

周
囲
雨
落
石
据

-11ー

七
、
金

旦

工

事

ま
表
面
の
汚
損
を
洗
い
上
げ
た
。

主同

J
I
S
規
格
品
、
厚
さ
在
来
使
用
し
て
い
る
も
の
に
倣
っ
た
。

巾
ロ

m
×
厚
ロ

m
一硬
質
加
工
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
に
で
建
物
周
囲
に
据
付
け
犬

金
箔

金
含
有
量
叩
%
以
上
、

問
叩
角

走
り
に
玉
砂
利
を
敷
込
ん
だ
。

漆

国
産
漆
又
は
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

恒j

雨
落
石
外
排
水
溝

建
物
周
辺
の
水
は
け
が
悪
い
た
め
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
U
形
排
水
溝
を
設
け
た
。
据
付

(コ
工

法

は
砂
据
え
、
継
目
は
モ
ル
タ
ル
と
し
て
、
水
流
れ
よ
く
並
べ
内
部
は
砂
利
を
敷
込
ん
だ
。

①
取
外
し
、

排
水
溝
の
末
端
よ
り
排
水
管
を
同
様
に
埋
設
し
基
壇
外
へ
雨
水
の
排
水
を
行
っ
た
。

取
外
し
に
際
し
で
は
番
付
を
付
し
、
銅
鋲
の
損
失
し
な
い
よ
う
取
外
し
、
特
に
漆
塗

(対

基
壇
柵
出
入
口
鉄
柵
扉

彩
色
の
箇
所
は
丁
寧
に
取
外
し
整
理
し
た
。

正
面
及
び
側
面
の
出
入
口
に
は
高
叩

m
の
柵
扉
を
設
け
両
開
き
黒
ペ
イ
ン
ト
塗
錠
前

②
新
規
製
作

付
き

ιし
た
。

補
足
し
た
金
具
は
従
来
の
も
の
に
倣
い
図
面
又
は
拓
本
に
よ
り
作
製
金
箔
押
を
行
つ

(七)

跡
片
付
清
掃

た

諸
工
事
完
了
後
、
工
事
区
域
内
の
仮
設
物
を
撤
去
し
、
内
外
の
整
地
、
清
掃
を
行
っ
た
。



信
竺
二
立
早

ァに
主主

事

工頁

調

第
一
節

修
理
前
の
破
損
状
況

明
治
初
期
に
書
か
れ
た
古
図
に
よ
る
と
霊
屋
基
壇
正
面
に
唐
門
其
の
両
脇
と
三
面
が
透
塀

で
覆
わ
れ
霊
廟
の
保
護
形
体
を
調
え
て
い
た
が
、
明
治
末
に
至
り
腐
朽
破
損
の
た
め
倒
潰
し

現
在
は
石
柵
に
改
造
唐
門
前
両
脇
の
石
燈
龍
二
基
が
向
拝
両
脇
に
移
動
配
置
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
維
持
修
理
で
は
予
算
関
係
に
て
こ
れ
が
復
旧
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
燈
龍
は
旧

位
置
に
復
し
お
く
の
で
、
市
と
県
の
好
意
に
よ
り
適
当
の
時
期
に
霊
屋
の
僅
仔
維
持
の
た

め
に
も
こ
れ
が
復
旧
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
倒
潰
し
た
古
材
の
一
部
は

龍
華
院
で
寺
院
境
内
に
保
管
し
て
あ
る
。

透塀

唐門

明治初年に書かれた古図

以
下
、
霊
屋
の
破
損
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

基
硬
、
礎
石
の
沈
下
及
び
移
動
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
が
背
面
(
北
側
)
中
央
部
の
基
礎
の

み
二

m
下
り
縁
板
が
落
ち
込
ん
で
い
た
尚
葛
石
が
逸
散
周
囲
の
盛
土
に
よ
り
縁
束
一

一十
本
の

根
元
が
全
箇
所
腐
朽
し
根
継
さ
れ
て
い
た
。

軸
部
、
全
体
に
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
傾
斜
も
な
く
小
屋
も
堅
固
で
あ
っ
た
が
向
奔
の
み
傾

斜
を
生
じ
是
正
と
補
強
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
床
下
大
引
一
本
が
蟻
害
に
よ
り
取
替
を
要

す
状
態
で
あ
っ
た
が
両
端
が
柱
へ
打
抜
柄
で
あ
り
解
体
工
事
で
な
く
、
取
替
不
可
能
に
よ
り

添
木
で
補
強
し
途
中
東
立
と
す
る
こ
と
を
要
し
て
い
た
。

縁
廻
り
、
縁
束
全
部
が
下
部
で
根
継
さ
れ
て
お
り
こ
の
根
継
部
材
が
乾
燥
の
た
め
当
初
材
よ

り
木
柄
を
少
さ
く
し
で
い
た
。
縁
板
も
向
奔
下
部
の
も
の
一
部
再
用
出
来
た
が
九
十
%
は
腐

-12ー

朽
し
、
勾
欄
も
八
十
%
腐
朽
し
て
い
た
。

屋
根
、
建
立
時
の
屋
根
は
柿
葺
で
小
問
返
し
打
の
旧
野
地
が
六
十
%
再
用
さ
れ
て
お
り
現
屋

根
は
後
世
桟
瓦
葺
に
改
造
さ
れ
た
も
の
で
瓦
の
葺
足
の
乱
れ
や
破
損
が
各
所
に
生
じ
屋
根
の

不
陸
が
み
ら
れ
た
。
隅
棟
は

一
度
葺
替
え
ら
れ
稚
子
鬼
と
二
の
鬼
が
入
替
え
ら
れ
取
付
き
五

が
落
下
し
一
部
で
は
雨
漏
が
生
じ
瓦
の
補
足
、
葺
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
。

雑
作
、
壁
板
は
横
板
相
欠
き
と
し
て
柱
に
山
飲
込
ま
れ
て
お
り
見
付
の
狂
い
外
部
の
風
蝕
、
破

損
等
が
相
当
見
ら
れ
て
い
た
。
合
天
井
は
大
梁
の
垂
下
に
よ
り
押
え
ら
れ
中
央
部
で
水
平
よ

り
こ

m
下
、
が
っ
て
い
た
。

塗
装
、
外
部
漆
塗
は
全
面
に
木
地
よ
り
剥
落
を
生
じ
破
損
は
著
し
か
っ
た
。
特
に
軸
部
及
び



建
具
の
塗
り
は
荒
廃
し
て
い
た
。

彩
色
は
向
拝
部
及
び
外
廻
り
斗
枚
、
桁
、
軒
、
琵
琶
板
で
原
形
が
失
な
わ
れ
る
程
の
剥
落

箇
所
が
あ
り
全
面
塗
替
え
を
必
要
と
し
て
い
た
。
内
部
は
台
輪
よ
り
下
方
に
彩
色
剥
落
箇
所

が
生
じ
て
い
た
が
概
し
て
破
損
度
は
軽
微
で
あ
っ
た
。

尚
塗
装
の
彩
色
に
つ
い
て
の
復
旧
調
査
の
細
部
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

向

(1)霊
園
彩
色

桁
(
置
上
極
彩
色
)

彩
色
下
塗
り

(
丹
の
具
下
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る
)
胡
粉
地
に
型
押
、
丹
の
具
に

て
模
様
の
置
上
後
、
金
箔
を
同
部
分
に
張
り
以
外
の
地
に
朱
土
色
(
十
字
部
分
)

及
び
白
群
を
塗
り
同
部
分
に
更
に
型
押
し
群
青
に
て
文
様
を
画
き
上
胡
粉
に
て
点

入
り
。

(2) 

虹
梁
(
置
上
極
彩
色
)

彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
唐
草
、

三
つ
華
交
突
、

の
し
模
様
等
の
置
上

(
盛
り
上
げ
)
を

施
し
各
置
上
部
に
金
箔
張
り
。
唐
草
部
の
地
は
緑
青
の
岩
絵
の
具
、
葵
地
は
紫
、

の
し
模
様
は
群
育
、
朱
士
、
朱
、
白
群
等
の
配
色
。

(3J 

柱
上
部

(
金
欄
巻
)

彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
型
押
、
置
上
、
金
箔
を
張
り
上
部
の
剣
模
様
は
白
群
、
紫
、

白
緑
、
緑
青
の
各
絵
具
で
着
色
。
中
央
部
唐
草
地
は
白
緑
、
葵
文
の
地
紫
、

型
地
朱
色
、
縁
は
朱
及
び
群
青
に
て
三
重
雲
該

サ
ヤ

(4) 

斗
棋

(
平
彩
色
)

彩
色
下
塗
胡
粉
上
に
型
押
し
、
面
金
箔
張
(
枠
外
側
)
、
斗
快
、
肘
木
共
中
央
に
上

胡
粉
群
青
の
水
玉
模
様
、
枠
内
側
は
朱
、
外
側
は
緑
青
o

F
H
U
 

手
狭

(
生
彩
色
)

左
右
共
牡
丹
彫
刻
、
洗
い
落
し
破
損
個
所
補
芳
、
木
地
問
め
漆
下
地
、
金
箔
下
塗

り
、
金
箔
張
り
。
花
胡
粉
、
朱
。
葉
は
緑
青
に
て
ぼ
か
し
彩
色

(6) 

虹
染
先
象
鼻

(
生
彩
色
)

閣
と
問
機
工
程
に
目
及
び
口
中
に
彩
色
を
施
す
。

(7) 

桂
木

(
平
彩
色
)

地
、
飛
捨
櫨
共
先
端
下
端
、
両
側
、

の
コ
一
面
彩
色
下
塗
胡
粉
上
に
型
押
、
唐
草
、

牡
丹
の
彩
色
が
お
こ
な
わ
れ
木
口
は
金
箔
を
押
し
葵
文
墨
書
。

宝
(1)殿
外
部
彩
色

琵
琶
板

彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
牡
丹
、
唐
草
模
様
の
型
押
、
唐
草
は
緑
青
に
花
群
の
く
く
り

線
描
。

牡
丹
の
花
は
朱
及
び
白
の
二
種
で
何
れ
も
ぼ
か
し
を
入
れ
墨
線
く
く
り
。

(2) 

通
肘
木

つd

彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
面
金
箔
張
り
朱
で
彩
色
。

(3) 

丸
彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
花
菱
の
形
押
朱
色
群
青
に
墨
線
く
く
り
。

(4) 

木
鼻

彩
色
下
塗
胡
粉
地
に
朱
、
群
青
の
配
色
。

(5) 

斗
棋

向
奔
斗
棋
と
同
様
。

(6) 

ネ垂
向
奔
樟
と
同
様

(7) 

連
子
窓

堅
子
は
緑
青
塗
。

宝
殿
内
部
彩
色
剥
落
止

)
 

唱

E
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腰
長
押



浮
い
た
部
分
を
躍
に
で
止
め
て
金
箔
地
に
葵
の
模
様
の
置
上
を
補
修
す
る
。
金
泥

緑
青
の
補
筆
。

(2) 

丸
柱
金
欄
巻

右
同
様
の
剥
落
止
と
し
置
上
金
泥
補
修
、
群
主
月
、
朱
下
、
朱
の
補
筆
。

(3) 

来
迎
壁

蓮
の
葉
と
花
の
壁
画
で
周
囲
が
剥
落
し
て
お
り
右
同
様
剥
落
止
を
行
い
、
金
箔
、

金
泥
に
て
補
修
、
白
緑
、
緑
育
、
白
群
、
群
青
に
て
補
筆
を
要
す
る
。

金
具
、
金
具
は
金
箔
押
の
表
面
が
錆
び
外
部
長
押
、
古
同
欄
な
ど
の
多
く
が
欠
失
し
て
い
た
。

表
具
、
合
天
井
絵
は
全
部
が
剥
落
欠
失
寸
前
の
状
態
で
表
具
仕
脊
の
時
期
に
あ
っ
た
。
来
迎

壁
壁
画
も
部
分
剥
落
の
た
め
前
記
の
通
り
補
修
を
要
し
て
い
た
。

仲
弟
一
一
仲
即

後

世

の

彦

理

大
猷
院
は
北
条
出
羽
守
氏
重
に
よ
り
三
代
将
軍
家
光
公
を
奉
ヒ
明
暦
二
年
霊
廟
建
立
に
発

し
、
当
時
建
立
さ
れ
た
霊
屋
は
文
化
十
五
年
、
春
日
厨
子
と
霊
牌
を
残
し
焼
失
、
現
存
建
物

は
文
政
一
年
再
建
に
着
手
文
政
五
年
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
回
修
理
に
際
し
市

教
育
課
増
田
徹
禅
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
文
政
二
年
新
規
建
替
仕
様
帳
と
、
掛
川
市
稿
文
政

五
年
の
頃
の
文
政
五
年
十
一
月
十
九
日
再
建
遷
座
の
記
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
後

の
修
理
は
明
ら
か
で
な
い
が
明
治
四
十
年
(
一
九

O
七
)
に
柿
葺
屋
根
が
平
瓦
屋
根
に
改
変
、

周
囲
縁
束
の
根
継
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
御
普
請
掛
:
:
:
棟
札
、
風
蝕
状
態
よ
り
推
定
)

霊
屋
は
昭
和
二
十
九
年
一
月
静
岡
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
今
回
屋
根
破
損
、

向
拝
傾
斜
、
日
開
廻
り
腐
朽
、
塗
剥
落
、
金
具
欠
失
等
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
昭
和
五
十
四
年

十
月
半
解
体
修
理
に
着
手
し
て
昭
和
五
十
五
年
九
月
三
十
日
修
理
を
完
了
し
た
。

信
用
二
一
什
即

旧
規
に
関
す
る
調
査
と
復
旧

現
建
物
の
屋
根
は
平
瓦
葺
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
世
補
修
さ
れ
た
野
地
以
外
は
野
地
板
が

小
問
返
し
に
張
ら
れ
上
部
に
は
柿
葺
当
初
の
竹
針
が
裏
甲
上
端
と
共
に
打
た
れ
て
お
り
、
当

初
は
柿
葺
屋
根
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
今
回
は
復
原
せ
ず
次
回
工
事
に
於
て
復

原
す
る
為
の
資
料
を
残
し
置
き
、
現
状
の
ま
ま
の
平
瓦
葺
屋
根
と
し
て
修
理
を
実
施
し
た
。

降
り
棟
に
つ
い
て
は
稚
児
鬼
と
二
の
鬼
が
各
棟
共
ぎ
や
く
取
り
付
き
に
な
っ
て
い
た
た
め
置

き
替
え
た
。
棟
積
み
も
馬
鹿
高
く
棒
積
み
に
な
っ
て
い
た
た
め
二
の
棟
を
敷
平
共
四
段
、
稚

見
棟
を
敷
平
共
三
段
、

ク
サ
ピ
型
入
り
反
り
増
し
付
に
整
備
し
た
。

外
部
彩
色
は
剥
落
度
そ
の
極
に
達
し
て
い
た
が
か
ろ
う
じ
て
原
形
模
様
が
整
理
さ
れ
こ
れ

に
よ
っ
て
旧
規

へ
復
し
た
。

向
拝
虹
梁
形
頭
貫
見
付
彩
色
の
中
央
上
段
葵
入
二
箇
、
斜
柱
寄

に

O
に
中
入
不
明
四
箇
あ
り
、
こ
の
不
明
模
様
整
理
は
内
部
厨
子
扉
の
散
し
金
具
上
部
葵
、

下
部
輪
宝
模
様
入
り
の
形
式
を
取
入
れ
て
輪
宝
を
入
れ
彩
色
形
体
を
整
理
し
た
。

一14ー

参考にした尉子の扉金具

輪
宝=争



向
奔
虹
梁
彩
色
中
、
。
中
の

模
様
が
決
失
し
て
い
た
状
態

第
四
節

一
、
棟
「
文
政
三
年
庚
辰
夏
四
月
」

尖
頭
形
総
高
九
七
、

O
O
m

上
巾

二
O
、
O
五
m

表

--、Fピ
我衷加聖
等慾陵主
今衆頻天
敬生伽中
紐者捜天
遠
ィ工
国
控ト
111 
i成
長
松
山

裏

本
殿
者
明
暦
紀
元
乙
末
九
月
故
城
主
北
僚
出
羽
守
卒
氏
重
創
立

後
百
六
十
四
年
文
化
成
寅
春
三
月
二
日
城
下
失
火

殿
宇
祭
器
延
焼
皆
墨
今
城
主
太
田
侯
照
例
新
修
閲
三
一
年

始
克
復
旧
貫
食
道
坐
観
此
盛
美
不
堪
大
幸
之
至
粗
記
顛

末
如
右
龍
華
院
賞
務
沙
門
長
全
稽
首
和
南
書

棟
札

発
見
古
文
書

キし

所
有
者

の
記
の
あ
る
も
の
。

肩
高

九
三
、

o
o
m
厚

下
巾

一
八
、

o
o
m

文
政
三

年

庚

辰

夏

四

月

奉

行

年

寄

大
猷
院
御
霊
殿
城
主
太
田
掻
津
守
源
朝
臣
資
始
再
建

用
人

御
遷
座
導
師
龍
華
嘗
務
沙
門
長
全

掛
川
市
、
龍
華
院

、

cm 

福
嶋
幸
右
衛
門

卒
住
候

山
内
五
左
衛
門

藤
原
通
議

普
請
役
松
山
辛
八
郎
源
定
道

大
工
棟
梁
土
屋
五
四
郎
藤
原
良
徳

尖
頭
形
総
高
三

O
m

口
「
文
政
五
年
壬
午
一二
月
十
六
日
:
:
:
」

肩
高
二
八
、
六

m

厚

O
、
四
m

上
巾

O 

cm 

表
一
奉
納

塗
方
棟
梁

竹
内
梅
五
郎

清

安

全
上

O
中
に
輪
宝
模
様
々
復

し
彩
色
を
整
理
し
た
私
書
仙

文
政
五
年

壬
午
三
一月
十
六
日

同

七

月

十

五

日

納

裏

の
記
の
あ
る
も
の
。

下
巾

八
、
四

m

phυ 

可
『
ム



棟札写真表面棟札写真裏面

日

「御
普
請
掛
:
:
:
」

(
裏
面
追
記
明
治
四
十
年
四
月
三
十
日
)

尖
頭
総
高
六
九
、
四

m

肩

六
六
、
五
m

上
巾

O 

四
cm 

下
巾

七

cm 

表

御
並
日
請
掛

元
方
上
役
野
中
八
郎

仕
手
大
工
棟
梁

賄

役

服

部

大

五

郎

勘
定
人
立
合
中
山
彦
作

普
請
下
役
緩
鹿
久
兵
衛

同

土
屋
侍
四
郎

小

奉

行

大

津

侍

次

兵

衛

上
垂
木
村

下
垂
木
村

大
池
村

下
文
町

仕
手
大
工

二
、
発
見
古
文
書

の
記
の
あ
る
も
の
。

厚

一
、
八

m

現
在
掛
川
市
葛
川
、
大
工
土
屋
金
義
さ
ん
所
有
の
古
文
書
中
よ
り
大
猷
院
建
設
に
関
す
る

木
村
藤
裁

山
本
万
右
衛
門

服
部
惣
助

村
松
小
左
衛
門

山
本
文
六

同

文

八

山
本
林
兵
衛

に
し
た
。

次
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
文
政
二
年
に
再
建
に
着
手
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
を
更
に
明
ら
か

十
一

代
目
と
い
わ
れ
る
。
)

土
中
座
さ
ん
は
掛
川
城
の
お
か
か
え
大
工
だ
っ
た
土
屋
五
四
郎
の
分
家
の
子
孫
で

ハh
u

唱

E
A

(注

古
文
書
は
次
の
通
り
の
も
の
で
あ
る
。

古
文
書
の
写
し
写
真

表
紙

文
政
二
年

龍
花
院
御
霊
屋
壱
宇
新
規
建
仕
様
帳

一一月

御
並
日
講
方



龍
花
院
新
規
建

御
霊
厘
壱
宇
土
一間
二
尺
四
方
大
間
七
尺
八
寸
左
右

脇
間
五
尺
二
寸
宛
四
方
間
割
同
様
垂
木
繁
物

割
メ
大
間
拾
弐
支
宛
軒
之
出

す
も
の
垂
木
六
十
X
飛
縁
垂
木
五
支
御

拝
之
間
七
尺
八
寸
輪
垂
木
拾
八
支
側
軒
之
出

七
支
宛
都
合
輪
垂
木
ゴ
一拾
弐
支
屋
根
宝
形

作
ニ
メ
小
屋
組
絵
図
面
之
通
向
奔
附
下
し
〆

桁
壱
通
虹
梁
壱
挺
差
左
右
象
鼻
仕
付

組
物
一
二
ツ
斗
に
い
た
し
桁
虹
梁
合
蛙
股
入

御
拝
柱
六
寸
四
分
角
に
〆
き
ち
ょ
う
め
ん
付
宗

盤
大
サ
柱
裏
之
目

ニ
〆
割
合
常
之
通
御
拝
之
出

本
柱
入
。
八
尺
壱
寸
五
分
稼
側
之
出
本
柱
タ
三
尺

三
寸
六
分
高
欄
擬
宝
珠
中
墨
木
負
之
外

面
を
押
へ
候
積
り
屋
根
柿
葺
之
積
り
本
柱

差
渡
し
八
寸
丸
柱
に
〆
都
合
拾
弐
本
床
下
之
内

ハ
八
角
一
一
而
宣
候
尾
引
短
木
四
本
是
は
八
角

ニ
メ
柱
何
れ
も
礎
江
三
四
寸
丸
納
入
候
積
り

e
tf、平
J
iJ明
j

.
持
付
け
川
内
川
向
津
島
々
pdyJeマ

?
か
争
怠

fe--命令
主
化
h

駒を
'nk

-
M
M
P
1
0
2
T
4
 

-
ル

U
4
1
f
A
f
z体、
ゐ

パ
川
1
月

M
q
J
九
代
、
.

一
本
柱
高
サ
石
口
よ
り
差
輪
下
端
迄
壱
丈
壱
尺
五
寸

床
高
サ
畳
面
込
三
尺
壱
寸
弐
八
万

一
出
も
の
垂
木
三
一寸
五
分
高
配
飛
株
高
配
弐
寸
五
分

軒
外
裏
板
張

一
向
斧
霊
木
三
寸
高
配
ニ
〆
本
側
之
飛
様
よ
り
輪
垂

木
い
た
し
附
下
ヶ
同
所
飛
縁
垂
木
高
配
弐
寸

之
積
り
何
れ
も
裏
板
張

一
野
高
配
七
寸
五
分
ニ
致
野
角
を
入
野
垂
不
壱
尺

五
寸
之
問

ニ
打
野
木
廻
り
弐
寸
間
ニ
打
候
積
り

一
組
，
物
コ
ヲ
斗
ニ
〆
都
合
弐
拾
八
組
大
斗
大
サ
六
寸

四
分
四
方
ニ
し
て
割
合
常
之
通

一
廻
桁
下
端
五
寸
六
分
勢
六
寸
七
分
二
致
鼻
之
出
宇

津
ニ
き
ざ
み
候
積

一
角
木
下
端
四
寸
勢
ィ
凹
寸
四
分
木
徐
り
木
負
萱

負
組
手
切
込
木
絵
り
ロ
m
能
い
た
し
宝
形
四
本

柱
差
候
積
り

一
長
押
之
八
万
何
れ
も
巾
五
寸
柱
外
之
出
壱
寸
土
押
ヘ

と
も
都
合
四
通
之
積
り

、
一
寄
長
押
弐
寸
弐
分
巾
柱
柄
仕
込
候
積
り

一
世
量
輸
弐
寸
六
八
刀
ニ
八
寸
左
右
鼻
之
出
壱
尺
余
ニ
〆

き
ざ
み
を
付
形
作
候
積
り

一
世
量
輸
下
柱
貫
幅
六
寸
壱
分
厚
弐
寸
弐
八
万
鼻

の''

之
出
き
ざ
み
を
付
候
積
り

一
垂
木
下
端
弐
寸
勢
ィ
弐
寸
四
八
万
垂
木
鼻
五
寸

程
之
内
下
反
り
六
分
程
左
右
弐
分
五
厘
程
形
作
り

細
め
候
積
り

一
木
負
下
端
四
寸
勢
ィ
四
寸
四
分
軒
外
反
り
せ
い
七

分
五
厘
反
り
之
積
り

一
萱
負
下
端
勢
ィ
共
ニ
右
同
寸
軒
外
反
り
せ
い
壱

本
半
之
反
り
之
積
り

二
装
甲
厚
さ
弐
寸
四
分
幅
六
寸
鼻
は
弐
八
万
増
ニ
〆
反

は
萱
負
ニ
な
ら
ひ
候
積
り

一
力
垂
木
壱
方
江
三
本
入
萱
覆
江
蟻
懸
-
一
致

候
積
り

一
草
桁
力
垂
木
江
組
合
持
セ
候
積
り



一
軒
付
板
拾
五
枚
重
之
割
合
ニ
而
小
屋
組
高
配

引
付
候
積
り

う
め
ん
付
候
積
り
桟
割
合

一
御
入
口
唐
戸
四
枚
桟
枢
共
弐
す
四
分
角
一
一
〆

壱
枚
幅
外
法
壱
尺
五
寸
五
分
上
下
桟
外
法
五
尺

九
寸
九
分
桟
外
法
よ
り
壱
寸
宛
に
J
f
其
外
程
長
上

納
壱
寸
五
八
刀
下
柄
五
分
ニ
〆
桟
数
都
合
八
本
入
何

も
腰
を
押
き
ち
ょ
め
ん
付
候
積
り
桟
割
合

桟
と
桟
之
間
ハ
桟
裏
目
に
致
右
引
残
一
二
ツ
七
分

五
厘
ニ
割
上
之
明
キ
壱
ッ
半
中
之
明
壱
ッ
弐
分
五

厘
下
之
明
壱
ツ

ニ
い
た
し
候
積
り

一
御
扉
割
方
建
内
五
尺
八
寸
間
之
積

一
合
天
井
八
拾
壱
間
組
方
腰
を
押
き
ち
ょ
う
め
ん

を
と
り
組
方
手
際
能
致
板
入
違
ニ
張
候
積
り

一
板
端
尾
引
十
文
字
ニ
差
上
遣
間
切
ニ
〆

上板
音色E敷
削目
之違
積は
りぎ

し
て
A 
口

釘
打
都
而

一
両
妻
之
問
之
内
中
七
尺
八
寸
間
之
所
ま
い
ら
戸

弐
本
宛
建
込
横
繁
ま
い
ら
戸
都
合
四
本
尤

両
面
之
積
り
追
而
差
図
可
致
事

一
金
剛
連
子
御
合
左
右
之
問
折
込
四
ヶ
所

敷
居
鴨
居
入
連
子
建
子
拾
本
つ
つ
入
瓜
賓
形

之
積
り
同
所
に
ま
い
ら
戸
弐
本
宛
都
合
拾
六
本

w 

建
候
な
り

一
折
込
四
方
何
も
惣
拝
目
ニ
〆
目
違
は
?
致
し

合
釘
打
候
積
り

一
御
拝
虹
梁
八
寸
ニ
五
寸
両
鼻
之
出
象
鼻
之
積

一
す
が
る
破
風
上
と
め
ニ
而
八
分
取
之
積
り

一
た
ば
さ
み
岩
に
牡
丹
之
積
り

一
御
縁
側
高
サ
板
上
端
迫
弐
尺
七
寸
五
分
板
鼻
之

出
下
長
押
外
面
よ
り
板
鼻
込
三
尺
五
寸
之
積
り

一
古
同
欄
擬
宝
珠
短
木
金
物
下
込
壱
尺
三
寸

八
分
擬
宝
珠
壱
尺
八
分
程
之
積
り

一
右
同
断
地
覆
三
寸
角
其
上
平
桁
之
間
三
寸
三
分

平
桁
厚
さ
壱
寸
五
分
幅
三
寸
其
上
ほ
こ
木
之
間
弐

寸
五
分
ほ
こ
木
差
渡
し
壱
寸
八
分
之
積
り

一
廻
桁
し
め
梁
弐
っ
通
つ
つ
十
文
字
ニ
入
込
桁
江
蟻

懸
之
積
り

一
小
屋
組
宝
形
請
四
本
柱
柱
元
ニ
而
踏
張
候
様

可
致
候
露
盤
大
サ
外
法
弐
尺
弐
寸
ニ
付
右
之
心
得

ニ
而
可
致
事

一
縁
下
折
廻
四
方
角
連
子
ニ
〆
壱
方
ハ
取
置
候
縁

。。
咽
E
A

可
致
事

一
木
方
柱
之
分
槍
組
物
彫
物
之
類
楠
之
物
何
も

固
重
木
は
桧
之
積
り

御
拝
之
柱
御
縁
側
は
槻
に
候

一
御
地
形
高
サ
弐
尺
余
七
間
ニ
拾
弐
間
之
内
最
早

新
土
入
替
突
堅
メ
置
候
得
は
今
度

御
霊
屋
之
分
御
地
形
三
一間
半
四
分
之
内
七
寸
程

新
士
入
突
堅
メ
御
縁
側
通
ハ
五
寸
程
も
持
込
堅
め

石
突
穴
突
共
矢
倉
胴
突
ニ
致
突
堅
め
役
人

差
図
之
通
可
致
事

一
御
材
木
之
分
何
も
其
場
所
渡
足
代
竹
縄
釘

等
之
儀
ハ
御
作
事
ニ
而
相
渡
候
事

一
大
工
方
木
挽
建
方
惣
手
惇
地
形
人
足
共
請
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負
方
よ
り
差
出
屋
根
下
地
野
木
廻
打
候
迫
可

致
候
柿
屋
根
葺
方
ハ
役
所
ニ
市
致
候
ニ
付
請

負
方
ニ
而
積
ニ
不
及
候
右
之
心
得
ニ
而
積
立
可
致

候
右
之
通

御
霊
屋
壱
字
新
規
建
繍
図
之
通
得
と
相

改
積
立
入
札
可
致
候
尤
御
大
切
之
御
普
請
之

儀

ニ
付
無
此
上
念
を
入
仕
立
可
申
候
取
掛
り
之
儀

は
五
月
中
旬
よ
り
取
掛
り
極
月
迫
に
皆
出
来
之
積

り
金
渡
之
儀
は
初
金
弐
分
口
相
渡
中
金
之
儀
は
普

請
出
来
方
次
第
追
々
相
渡
残
金
弐
分
口
は
御
普

請
皆
出
来
見
分
相
済
候
上
相
渡
可
申
候
依
之

憶
成
請
人
を
立
入
札
書
付
右
名
前

ニ
印
形
致

可
差
出
候
御
場
所
柄
之
儀
ニ
付
火
の
元
等
ハ
不

ハ
吋
U

1
』
&

申
及
大
工
方
人
足
方
不
趨
無
之
様
可
致
事

卯

月

御
普
請
方












































































